
大村市議会会派

おおむら未来の会 第１号

会 派 報

皆
さ
ま
、
は
じ
め
ま
し
て

「
お
お
む
ら
未
来
の
会
」で
す
。

    「
お
お
む
ら
未
来
の
会
」
は
、

平
成
23
年
4
月
の
市
議
選
後
に
、

思
い
を
同
じ
く
す
る
議
員
で
新
し

く
結
成
し
た
市
議
会
の
会
派
で
す
。

「
人
が
ま
ち
を
つ
く
る
」
を
会
派
の

信
条
と
し
、
ハ
コ
モ
ノ
に
頼
ら
な

い
市
政
の
あ
り
方
を
、
ま
た
人
々

の
知
恵
と
力
を
出
し
合
い
、
希
望

の
未
来
へ
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
議
会
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。「
お
お
む
ら
未
来
の

会
」
は
、
若
い
世
代
の
感
性
を
生

か
し
、
市
政
改
革
を
モ
ッ
ト
ー
に

こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
活
動
し
て

ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　

          （ 

会
派
長
　
伊
川
京
子 

）

おおむら未来の会は
以下の政策実現を目指しています!

❶ 教育・文化環境の充実
　　大村市立図書館の建て替え、小中学校の建て替
　　え、食育の推進、学校図書機能の充実を目指して
　　います。

❷ 地場産業の振興
　　中小企業振興基本条例の制定と振興策の拡充を
　　目指しています。

❸ 大村市の現状に即した福祉政策の  
　 充実
　　ワクチン接種・検診助成、子育て支援の拡充を
　　目指しています。

❹ 財政健全化と行財政改革の推進
　　市が実施する事業の非効率な点を改善させ、効
　　率の良い行政運営を目指します。

❺ 議会改革の推進
　　議長公選制の導入、「市民と議会のつどい」（議
　　会タウンミーティング）の充実を目指していま
　　す。



伊
川 

京
子
議
員
の
一
般
質
問

平成 23年～平成24年 会派報告

【
質
問
項
目
】

◇
平
成
2
3
年
6
月
議
会

① 

東
日
本
大
震
災
被
災
地
へ
の
継
続
的
な
支
援

② 

予
測
さ
れ
る
電
力
不
足
と
節
電
に
つ
い
て

③ 

F
I
B
A
ア
ジ
ア
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　

の
補
正
予
算
の
内
容
と
取
り
組
み

④
親
和
銀
行
跡
地
利
用
（
現
況
と
こ
ど
も
未
来

　

館
と
子
育
て
支
援
）

⑤
上
駅
通
り
再
開
発
事
業
の
状
況

⑥
学
校
給
食
へ
の
地
元
産
品
利
用
の
拡
大

⑦
男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い
て
市
職
員
の
女

　

性
管
理
職
の
状
況

◇
平
成
2
3
年
9
月
議
会

①
親
和
銀
行
跡
地
利
用
（
市
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク

　

計
画
と
全
体
計
画
の
見
直
し
）

②
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
設
置
計
画
（
学
校
敷
地
を

　

削
る
考
え
方
と
教
育
委
員
会
の
見
解
）

③
第
3
期
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
の
策
定

④
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
の
状
況
と
推
進
の
取

　

り
組
み

⑤
農
業
行
政
（
補
助
申
請
の
要
件
の
緩
和
）

⑥
森
林
の
管
理
、
保
全

⑦
学
校
2
学
期
制
の
検
証
、
評
価

⑧
教
育
環
境
の
改
善
（
教
室
の
暑
さ
対
策
、
大

規
模
校
解
消
に
つ
い
て
）

◇
平
成
2
3
年
1
2
月
議
会

①
親
和
銀
行
跡
地
利
用
（
駐
車
場
）

②
中
学
校
の
武
道
の
必
修
化
（
種
目
と
安
全
対

　

策
）

③
教
育
環
境
の
改
善
（
床
の
結
露
対
策 

、
学
校

　

施
設
の
計
画
的
改
修
）

④
市
立
図
書
館
の
あ
り
方
（
県
立
図
書
館
と
の

　

合
築
構
想
）

⑤
乳
幼
児
福
祉
医
療
費
の
現
物
給
付

⑥
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
事
業
の
男
女

　

共
同
参
画
推
進
課
と
の
連
携

⑦
住
民
主
導
型
地
域
活
性
化
事
業
の
状
況
と
今

　

後
◇
平
成
2
4
年
3
月
議
会

①
財
政
見
通
し
と
大
型
事
業

②
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
の
内
容
と
運
営

③
学
校
司
書
の
今
後
の
見
通
し

④
大
村
市
子
ど
も
・
子
育
て
応
援
プ
ラ
ン
の
概

　

要
と
取
り
組
み

⑤
住
民
主
導
型
地
域
活
性
化
事
業
（
今
後
の
展

　

開 

、
平
成
2
3
年
度
の
検
証
と
予
算 

、
大
村

　

地
区
の
提
案
型
事
業
に
つ
い
て
の
考
え
方
）

⑥
高
齢
者
の
肺
炎
予
防
に
お
け
る
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
の
助
成

【
主
な
質
問
と
答
弁
】

❶
乳
幼
児
の
福
祉
医
療
費
に
つ
い
て

【
Q
】：
乳
幼
児
の
福
祉
医
療
費
は
、
県
内
す
べ

て
の
市
町
が
現
物
給
付
で
あ
り
支
払
う
必
要
が

な
い
。
大
村
市
だ
け
が
か
か
っ
た
医
療
費
を
一

旦
支
払
い
、
助
成
分
は
後
日
戻
さ
れ
る
た
め
、

子
育
て
家
庭
に
は
不
親
切
な
制
度
と
な
っ
て
い

る
。「
福
祉
の
ま
ち
日
本
一
」
を
掲
げ
る
な
ら
な

お
の
こ
と
、
現
物
給
付
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
福
祉
保
健
部
長
】：
現
在
の
委
任
払
い
制
度
が

定
着
し
て
い
て
、
約
9
3
%
の
人
が
利
用
し
て

い
る
。
現
物
給
付
に
な
る
と
、
別
途
5
0
0
0

万
円
程
度
が
事
務
経
費
や
国
保
の
ペ
ナ
ル

テ
ィ
ー
と
し
て
必
要
と
な
る
た
め
、
今
の
制
度

を
継
続
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

❷
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
推
進
事
業
に
つ
い
て

【
Q
】：
が
ん
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
つ
な

げ
る
た
め
、
子
宮
ガ
ン
検
診
と
乳
が
ん
検
診
の

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
が
配
布
さ
れ
て
い
る
。
検
診

の
受
診
状
況
と
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
未
利
用
者

へ
の
対
策
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。（
無

料
ク
ー
ポ
ン
券
は
年
齢
要
件
が
あ
る
）

【
福
祉
保
健
部
長
】：
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
以
外
も

含
め
た
検
診
状
況
は
、
平
成
2
1
年
度
と
平
成

2
2
年
度
を
比
較
し
た
場
合
、
子
宮
ガ
ン
検
診

率
が
3
4
．9
%
か
ら
4
6
．4
%
に
、
乳
が
ん

検
診
が
3
1
．3
%
か
ら
3
9
．2
%
に
年
々
上

昇
し
て
い
る
。
未
受
診
者
へ
の
対
策
は
、は
が
き
、

さ
ら
に
電
話
で
の
受
診
の
お
勧
め
に
力
を
入
れ

て
や
っ
て
い
る
。

❸
市
立
図
書
館
の
あ
り
方
に
つ
い
て

【
Q
】：
県
立
図
書
館
の
誘
致
に
つ
い
て
、
市
立

図
書
館
と
の
合
築
を
県
に
提
案
さ
れ
た
が
、
市

立
図
書
館
の
建
設
を
願
っ
て
い
る
市
民
の
方
々

に
と
っ
て
は
、
形
態
も
大
き
な
問
題
。
合
築
と

は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

【
市
長
】：
建
物
の
形
態
は
ひ
と
つ
の
建
物
を
共

同
設
置
し
、
共
同
運
営
を
基
本
に
考
え
て
い
る
。

合
築
は
、
経
費
の
節
減
等
、
誘
致
の
優
位
性
を

よ
り
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
考
え
方
か

ら
結
論
づ
け
た
。
県
立
図
書
館
の
誘
致
が
な
い

場
合
は
、
市
立
図
書
館
単
独
で
い
く
。

【
質
問
項
目
】

◇
平
成
2
3
年
9
月
議
会

①
災
害
に
備
え
た
近
隣
自
治
体
と
の
連
携
に
つ

　

い
て

②
副
市
長
２
人
制
の
導
入
と
登
用
に
つ
い
て

③
市
職
員
と
民
間
企
業
、
他
自
治
体
と
の
人
事

　

交
流
に
つ
い
て

④
サ
ン
カ
ル
ロ
ス
市
と
の
姉
妹
都
市
調
印
に
つ

　

い
て

⑤
企
業
誘
致
の
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

⑥
市
内
バ
ス
路
線
の
見
直
し
に
つ
い
て

◇
平
成
2
3
年
1
2
月
議
会

①
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
の
方
向
性
に
つ
い
て

②
今
後
の
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
支
援
に
つ

　

い
て

③
副
市
長
２
人
制
の
方
向
性
に
つ
い
て

④
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
進
捗
に
つ
い
て

⑤
中
学
校
に
お
け
る
部
活
動
の
あ
り
方
に
つ
い

　

て
◇
平
成
2
4
年
1
2
月
議
会

①
市
水
田
農
業
推
進
協
議
会
の
使
途
不
明
金
に

　

つ
い
て

②
住
民
主
導
型
地
域
活
性
化
事
業
に
つ
い
て

③
地
元
物
産
品
の
販
路
拡
大
の
手
法
に
つ
い
て

④
庁
内
環
境
の
向
上
策
と
ム
ダ
削
減
に
つ
い
て

⑤
教
育
行
政
に
つ
い
て

　
（
兵
庫
県
小
野
市
の
事
例
に
み
る
学
力
・
体
力

　

の
検
定
試
験
、
文
化
施
設
及
び
教
育
施
設
の

　

整
備
計
画
に
つ
い
て
）

【
主
な
質
問
と
答
弁
】

❶
災
害
に
備
え
た
近
隣
自
治
体
と
の
連
携
に
つ

い
て

【
Ｑ
】：
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
入
っ
て
、

支
援
活
動
を
行
う
中
で
現
地
の
首
長
、
職
員
ら

の
話
を
聞
い
た
。
緊
急
時
に
備
え
て
、
近
隣
自

治
体
と
日
頃
か
ら
連
携
し
て
お
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
大
村
市
は
近
隣

自
治
体
の
先
頭
に
立
っ
て
、
災
害
に
備
え
た
協

定
や
研
修
会
を
実
施
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
市
長
】：
新
幹
線
沿
線
5
市
（
武
雄
、嬉
野
、大
村
、

諫
早
、
長
崎
市
）
で
災
害
協
定
を
結
び
た
い
。※

昨
年
1
1
月
2
0
日
の
第
４
回
新
幹
線
５
市
サ

ミ
ッ
ト
の
際
に
、
大
規
模
災
害
に
見
舞
わ
れ
た

場
合
の
協
力
に
つ
い
て
定
め
た
災
害
応
援
協
定

を
締
結
し
た
。

❷
副
市
長
2
人
制
の
導
入
と
登
用
に
つ
い
て

【
Ｑ
】：
人
事
評
価
を
推
進
し
て
い
く
中
で
、
副

市
長
の
担
う
役
割
は
大
き
く
な
る
。
内
部
統
制

の
核
と
な
る
役
割
と
、
外
部
事
務
を
担
当
す
る

副
市
長
を
分
担
す
る
た
め
副
市
長
2
人
制
を
導

入
す
る
が
、
市
長
の
見
解
は
？

【
市
長
】：
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
強
化
を
図

る
必
要
性
を
以
前
か
ら
痛
感
し
て
た
の
で
、
副

市
長
２
人
制
を
実
施
す
る
方
向
で
考
え
た
い
。

来
年
度
か
ら
は
実
施
す
る
方
向
で
、
議
会
の
皆

様
方
に
も
御
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。※
平
成
2
4
年
度
4
月
よ
り
、
副
市
長
2

人
制
を
導
入
。

❸
市
水
田
農
業
推
進
協
議
会
の
使
途
不
明
金
に

つ
い
て

【
Ｑ
】：
再
発
防
止
に
向
け
て
、
研
修
を
実
施
る

だ
け
で
は
本
質
的
な
解
決
策
と
は
言
え
な
い
。

こ
の
数
年
間
で
相
次
ぐ
不
祥
事
が
起
こ
る
原
因

は
、
組
織
の
中
で
ラ
イ
ン
が
混
線
、
脱
線
し
て

い
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。「
誰
の
指
示
を
受
け

て
仕
事
を
し
て
い
る
の
か
」、「
問
題
が
発
生
し

た
時
に
誰
に
相
談
し
て
い
る
の
か
」
を
全
庁
的

に
確
認
し
て
、
組
織
の
総
点
検
を
す
る
中
で
、

大
村
市
役
所
の
本
質
的
な
体
質
改
善
を
行
う
べ

き
だ
と
考
え
る
が
、
市
長
の
見
解
は
？

【
市
長
】：
議
員
か
ら
の
提
案
を
受
け
て
、
部
長
、

課
長
、
係
長
、
職
員
と
な
っ
て
い
る
流
れ
、
こ

れ
を
も
う
一
度
チ
ェ
ッ
ク
し
直
す
。（
3
月
）
８

日
終
了
後
に
こ
れ
は
組
織
の
再
点
検
、
こ
れ
を

十
二
分
に
い
た
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
質
問
項
目
】

◇
平
成
2
3
年
6
月
議
会

①
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
評
価
・
検
証
に
つ
い
て

　
（
市
民
を
交
え
た
評
価
・
検
証
シ
ス
テ
ム
の
構 

　

築
に
つ
い
て
）

②
市
営
住
宅
（
仮
称
）
本
町
ア
パ
ー
ト
整
備
計
画

　

の
抜
本
的
見
直
し
に
つ
い
て

③
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

◇
平
成
2
3
年
9
月
議
会

①
防
災
行
政
に
つ
い
て
（ 

福
祉
避
難
所
の
設
置
状

　

況
に
つ
い
て
、
公
共
施
設
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の

　

進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
災
害
時
の
民
間
団
体
、

　

企
業
と
の
協
働
に
つ
い
て
、
東
日
本
大
震
災
被

　

災
地
へ
の
派
遣
職
員
の
知
見
の
活
用
に
つ
い
て
）

②
公
園
利
用
者
の
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
に
つ
い
て

③
市
立
図
書
館
の
整
備
計
画
に
つ
い
て

④
議
会
答
弁
事
項
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
（
中
小  

　

企
業
振
興
基
本
条
例
に
つ
い
て
、
市
営
住
宅
の

　

民
間
借
り
上
げ
方
式
に
つ
い
て
）

◇
平
成
2
3
年
1
2
月
議
会

①
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
誘
致
事
業
の
推
進
に
つ
い
て

　
（
Ｆ
Ｉ
Ｂ
Ａ
ア
ジ
ア
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　

大
会
が
本
市
に
も
た
ら
し
た
波
及
効
果
に
つ
い

　

て
、
今
後
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
誘
致
の
事
業
戦

　

略
に
つ
い
て
）

②
障
が
い
者
雇
用
に
つ
い
て
（
本
市
の
障
が
い
者

　

雇
用
の
現
状
に
つ
い
て
、
障
が
い
者
の
雇
用
支

　

援
策
に
つ
い
て
）

③
病
児
病
後
児
保
育
に
つ
い
て
（
本
市
の
現
況
に

　

つ
い
て
、
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
）

④
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
（
設
備
の
整
備
・
更
新

　

の
計
画
に
つ
い
て
、
不
明
水
に
つ
い
て
）

⑤
情
報
の
管
理
に
つ
い
て
（
デ
ー
タ
・
サ
ー
バ
ー

　

の
保
守
管
理
に
つ
い
て
）

⑥
議
会
答
弁
事
項
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
（
マ
ニ

　

フ
ェ
ス
ト
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
つ
い
て
、
福
祉

　

避
難
所
の
設
置
状
況
に
つ
い
て
、
公
共
施
設
バ

　

リ
ア
フ
リ
ー
化
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
中
小

　

企
業
振
興
基
本
条
例
に
つ
い
て
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
政
策

　
〈
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
の
情
報
発
信
〉
に
つ
い
て
）

◇
平
成
2
4
年
3
月
議
会

①
公
営
住
宅
等
整
備
事
業
に
つ
い
て

　
（
本
町
ア
パ
ー
ト
に
つ
い
て
、〈
仮
称
〉
黒
木
住

　

宅
に
つ
い
て
）

②
中
小
企
業
振
興
資
金
融
資
事
業
に
つ
い
て

③
フ
レ
ッ
シ
ュ
ワ
ー
ク
大
村
に
つ
い
て

④
観
光
客
受
入
れ
魅
力
ア
ッ
プ
事
業
に
つ
い
て

⑤
歴
史
観
光
立
市
推
進
事
業
に
つ
い
て

【
主
な
質
問
と
答
弁
】

❶
市
民
を
交
え
た
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
評
価
・

検
証
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
。

【
Ｑ
】：
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
期
限
財
源
な
ど
を
明
確

に
し
た
選
挙
公
約
で
あ
る
が
、
ど
こ
ま
で
進
ん
だ

か
評
価
・
検
証
が
必
要
。
こ
れ
ま
で
民
間
団
体
が

開
催
し
て
き
た
が
継
続
性
が
難
し
い
。
ま
た
、
現

在
の
評
価
制
度
は
内
部
評
価
に
と
ど
ま
る
。
市
民

と
共
に
評
価
・
検
証
す
る
体
制
を
構
築
す
る
べ
き
。

【
総
務
部
長
】：
現
在
は
内
部
評
価
を
実
施
し
て
い

る
。
今
後
さ
ら
な
る
透
明
性
等
を
高
め
る
た
め
、

第
三
者
評
価
を
取
り
入
れ
た
外
部
評
価
制
度
の
導

入
を
検
討
す
る
。※
2
4
年
度
よ
り
外
部
識
者
お

よ
び
公
募
市
民
に
よ
る
行
政
評
価
制
度
が
実
現
。

❷
地
域
経
済
活
性
化
の
為
に
中
小
企
業
振
興
基
本

条
例
の
制
定
を
。

【
Ｑ
】：
中
小
企
業
、市
民
、行
政
の
役
割
を
明
示
し
、

地
域
経
済
活
性
化
を
目
指
す
根
拠
と
な
る
条
例
が

必
要
。
全
国
で
制
定
が
進
ん
で
い
る
が
そ
の
コ

ピ
ー
で
は
な
く
制
定
プ
ロ
セ
ス
を
大
切
に
し
、
障

が
い
者
雇
用
の
理
念
や
若
手
起
業
家
を
育
て
る
内

容
を
盛
り
込
み
ん
だ
条
例
を
つ
く
る
べ
き
。

【
商
工
観
光
部
長
】：
商
工
会
議
所
で
準
備
委
員
会

が
発
足
し
た
。
関
係
団
体
と
協
議
を
進
め
て
い
る

の
で
市
も
参
画
し
、
条
例
に
つ
い
て
調
査
研
究
を

す
る
。

【
市
長
】：
私
が
先
頭
に
立
ち
中
小
企
業
振
興
の
た

め
に
連
携
を
取
り
な
が
ら
や
っ
て
い
く
。
た
だ
作

る
だ
け
で
な
く
て
中
身
も
よ
く
練
る
。
2
4
年
度

中
に
は
結
論
を
出
す
課
題
だ
と
考
え
る
。※
中
小

企
業
同
友
会
大
村
支
部
よ
り
講
師
を
招
聘
し
全
議

員
向
け
の
勉
強
会
を
開
催
。

❸
病
児
保
育
の
充
実
を
。

【
Q
】：
男
女
協
働
参
画
社
会
を
実
現
す
る
に
は
子

育
て
支
援
が
そ
の
礎
。
医
院
併
設
の
病
児
保
育
所

は
市
内
１
か
所
の
み
だ
が
今
後
の
計
画
は
。

【
こ
ど
も
未
来
部
長
】：　

現
時
点
の
施
設
は
中
地

区
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
北
部
１
地
区
、
南

部
１
地
区
、
そ
れ
ぞ
れ
４
床
程
度
の
施
設
整
備
を

検
討
し
て
い
る
。
利
用
者
の
方
に
安
心
し
て
利
用

し
て
頂
く
為
に
、
小
児
科
医
院
併
設
型
で
施
設
整

備
拡
充
を
図
る
。

北
村 

タ
カ
ト
シ
議
員
の
一
般
質
問

村
崎 

浩
史
議
員
の
一
般
質
問



◇昭和55年2月21日生（32歳）
◇上諏訪町在住
◇家族：妻
◇西大村小学校・西大村中学校・　  
　大村高校・立命館大学経営学部
　卒業
◇所属：NPO 法人ドットジェピー
　理事
◇趣味：読書、音楽鑑賞、ソフ  トバレー
【 議会活動 】
平成 19年 5月＜市議 1期＞　
平成 23年 5 月＜2期（現在）＞
総務委員会委員長

＜村崎浩史ブログ＞　更新中！
http://blog.livedoor.jp/huraibo
w1980/

◇昭和 23年 1月 2日生 (64 歳 )
◇荒平町在住
◇家族：夫・母
◇三城小学校・大村中学校・大村高
　校・長崎大学教育学部卒業
◇所属：大村地区更生保護女性会副
　会長、長崎県央農協（総代、中部
　地区運営委員）、大村市男女共同
　参画推進センター運営協力員
◇趣味：コーラス
【 議会活動 】
平成 15年 5月＜市議 1期＞
平成 19年 5月＜2期＞　　
建設環境委員会委員長、総務委員会
副委員長、広報委員会副委員長
平成 23 年 5 月＜3 期 ( 現在 )＞　
広報委員会委員長、経済文教委員会
副委員長

◇昭和 48年 2月 6日生（39歳）
◇武部町在住
◇家族：妻　
◇三城小学校、大村中学校、諌早商
　業高校、国立いさはやコンピュー
　タカレッジ卒業
◇所属：ローカル・マニフェスト推
　進ネットワーク、社団法人大村青
　年会議所　
◇趣味：バイク・自転車・山のぼり
【 議会活動 】
平成23年5月＜市議1期 (現在）＞
建設環境委員会所属

＜北村タカトシブログ＞　更新中！
http://www.takatosi.net/pc/pc-
flame.htm

村崎 浩史 (2期目) 伊川 京子 (3期目) 北村タカトシ (１期目)

大村未来の会　会派員 P L O F I L E

む ら さ き 　 ひ ろ し い が わ 　 き ょ う こ き た む ら

◎市民の皆様からのご意見・ご相談に対応させていただきます。

＜大村市議会＞　〒856-8686  大村市玖島１丁目２５番地
　　　　　　　　（TEL＆FAX：0957- 52-3828）

  発行元   おおむら未来の会   （大村市議会内会派）　
                        代表 / 伊川京子

《 2011年 7月7日～8日 》　
　～「地方財政アカデミー」関西学院大学梅田キャンパス～
　地方財政の第一人者である小西砂千夫関西学院大学教授の地方財政
と地方分権のこれからに関する講習を受講しました。

《 2011年11月27日～29日 》
　～岩手県陸前高田市、気仙沼市～
　東日本大震災において津波の被害が甚大であった両市を視察。陸前
高田市では久保田崇副市長から、復興に向けた取り組みと課題につい
てお話しいただきました。

会 派 視 察 報 告

＜陸前高田市役所から、市街地を臨む＞
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